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ホッケー競技のルール改正に伴う変化について
小林　和典（運動生理学）
はじめに
近年のスポーツは、多少なりともルール改正に
より競技をより発展的に、また、見る側の興味
をひかせる為に変化している。
ホッケー競技に関しても、例外ではなく、毎年
のようにルール改正が行われている。その為、
選手のみならず見る側もわかりやすく興味深く
なっていると思われる。
しかしながら、サッカー、バスケットボール、
バレーボール等のボールゲームに関しての報告
1）2）3）4）5）6）7）8）9）は数多くされているが、ホッ
ケー競技のルール改正についての報告は見当た
らない。
そこで、本研究では、1999 年から 2009 年の 10
年間のホッケー競技のルール改正について、技
術、用具等の変化について考察することを目的
とした。
ホッケールールの変更点
1998 － 1999 年版の変更点
（ 旧 ） 距離・長さの単位はヤードを使用する。
 6.2.　一度に交代できる選手の数は、無制限
ａ　である。また、どの選手についても、何
回でも交代することはできる。
　　距離・長さをヤードからメートル法に
よって記載される。
12.1　次のような位置にいる選手に向かい、そ
の味方チームの選手によってボールがパ
スされたりプレイされた瞬間に、その選
手はオフサイドの位置にいることにな
る。
ａ　相手チームの 25 ヤード地域内で、
ｂ　ボールより前方におり、かつ、
ｃ　相手チームの 2 名の選手よりも、バック
ラインよりにいた場合。
（ 新 ） 距離・長さはメートル法によって記載さ
れる。
6.2  ペナルティコーナーが与えられ、そのぺ
ナルティコーナーが行われている時を除
いて、選手の交代はいつでも認められる。
　　但し、ペナルティコーナーにおいて守
備側のゴールキーパーが負傷した場合に
は、その交代は認められる。
12.  ホッケーにオフサイドはない。
13.1.2
ｄ　故意に相手ゴールに内に入ること、相手
ゴールラインに立つこと。
ｅ　意図的にゴールの背後を通ること。
1999 年－ 2001 年版の変更点
（旧）
4.
ｄ　スティック、その他の部分には、金属物
質が含まれていてはならない。
（新）
1.4.（追加）
ｄ　破線はサークルの外側 5 ｍのところに引
かれる。この破線は、サークルラインの
外側の縁から破線の外側の縁までを測っ
て 5 ｍとする。この破線の線の長さは
300 ｍｍで、その間隔は 3 ｍとする。破
線は、サークルトップの中央から両側に
引くようにする。
4.2 スティックそのものと可能な付加物につ
いては、ホッケーのプレイをするのにふ
さわしく且つ健康に害を及ぼさない限
り、金属及び金属質の成分をもったもの
以外は、どんな材質でも良い。
2001 － 2003 年版の変更点
（旧）
4.2. テープや合成樹脂の使用は、規定し表
ｂ　面のなめらかさを維持できれば許され
る。
（新）
4.3.
ａ　プレイする側は、図 1 に示している平面
の全面で、スティックの横エッジ部分は
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丸みをもっていなければならない。
6.2.1（追加）
　　ペナルティコーナーの判定が下されたと
き、及びペナルティコーナーが完遂する
までを除いて、選手の交代はいつでも認
められる。ただし、ペナルティコーナー
において、守備側のゴールキーパーが負
傷するか退場されたれた場合に限り、そ
の交代は認められる。選手交代を目的と
して、ペナルティコーナーは、下記の場
合終了したとみなす。
ａ　得点が入った時。
ｂ　攻撃側が反則を犯した時。
ｃ　守備側の反則により、さらにペナルティ
コーナーが与えられた時は、そのペナル
ティコーナーが終了するまで、選手交代
はできない。
ｄ　守備側の反則により、ペナルティスト
ロークが与えられた時。
ｅ　ボールが、サークルから 5 ｍ以上外に出
たとき。
ｆ　攻撃側によって、または故意ではなく守
備側によってボールがバックラインから
外に出されたとき。
ｇ　バックラインから最初に打ち込まれた
ボールがサークルの外に出て、そのボー
ルがサークル内に戻された後、サークル
のラインから再び外に出された時。（す
なわち、ボールが 2 回目にサークルの外
に出た時）
2003 － 2004 年版の変更点
（旧）
15.3.1 ボールはペナルティスポットから、
ｇ　プッシュ、フリック、またはスクープす
ることができる。
（新）
9.14 （追加）
　　スティックが規則上の仕様に適していな
い場合を除き、ペナルティコーナーやペ
ナルティストロークが与えられてから完
了するまでの間に、スティックを交換し
てはならない。
13.5
ｉ　ストロークを行う選手は、ボールをプッ
シュ、フリックまたはスクープしなけれ
ばならないが、いかなる高さに上げても
よい。ペナルティストロークにおいて、
ボールをプレイする時、「引きずり」の
技術を用いることは許されない。
2004 － 2005 年版の変更点
（新）（追加）　
9.6 守備側選手は、シュートを止めたり方向
を変えたりするのであれば、どんな高さ
であってもスティックを上げてもかまわ
ない。
13.3
ｊ ペナルティコーナーにおいて、シュート
を打つ前にボールをサークルから外に出
すことは要求するが、ボールを止めるこ
とは要求しない。
2005 － 2007 年版の変更点
（旧）
2.1 各チームは、試合中常に 1 名のゴール
キーパーをフィールドに置いていなけれ
ばならない。
ａ　ゴールキーパーが競技不能になったり、
退場させられたりした場合は、他のゴー
ルキーパーあるいはゴールキーパーと
なってプレイする。フィールドプレイ
ヤーに交代しなければならない。
ｂ　ゴールキーパーの退場中は、当該チーム
のフィールドプレイヤーは 1 名少ないこ
とになる。
4.6. スティック全体のしなり具合（熊手や弓
ｃ  のような湾曲状態）は、平面部でも後ろ
の部分でもそのスティック全体の長さの
範囲内でスムーズな弧を描き、湾曲の深
図１． スティック規定
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さは、50mm を超えてはならない。
（新）
2.2 各チームは、フィールド上に 1 名のゴー
ルキーパーを置くか、フィールドプレイ
ヤーとしてのみプレイする者を置くこと。
      各チームは、以下のチーム構成によって
　　プレイすることができる。
      ヘッドギア、レガード、キッカーズの防
具を身につけ、そして、チームのプレイ
ヤーとは違った色のシャツを着ているこ
とによって、ゴールキーパーの特権をも
つことになるゴールキーパーを置く。も
しくは、ヘッドギアだけを身につけ、そ
して、チームのプレイヤーとは違った色
のシャツを着ていることによって、ゴー
ルキーパーを置く。
　　もしくは、ゴールキーパーの特権をもつ
プレイヤーを置かず、フィールドプレイ
ヤーのみを置く。従って、ヘッドギアを
装着したり、違った色のシャツを着たり
したプレイヤーが存在しないことになる。
　　プレイヤーの服装と装備
4.2（追加）
　　―手の通常の大きさを著しく大きくしな
いような保護用手袋を着用してもよい。
　　―すねあて、足首を保護するもの、およ
びマウスピースを着用してもよい。
　　―医学的な理由があれば、試合時間中
ずっと、顔に密着するようなフェイスマ
スク、柔らかい頭部保護用のヘッドカ
バーや目を保護するためのプラスティッ
クゴーグルの装着が許される。フェイス
マスクは、表面がなめらかなもので、色
は透明か白が推奨されるが、単色で濃色
のものでもよい（ゴーグルは、たとえば、
周囲が柔らかい素材でカバーされ、プラ
スティックのレンズのものである。）
　　医学的理由を認める場合とは；装具を
着用すればコンディションを整えてプレ
イすることが可能になる場合いうことが
理解でき、そのことを公式責任者（大会
TD 等）が許可した場合である。（チー
ムは、その明確な理由を大会責任者に説
明すること）
　　―ペナルティコーナー及びペナルティス
トロークの実施中、その守備をおこなう
場合、顔に密着するような装着が許され
る。フェイスマスクは、表面が滑らかな
もので、色は透明か白が推奨されるが、
単色で濃色のものでもよい。
　　―その他は、いかなる場合であっても、
保護用のヘッドギア（フェイスマスクや
その他の保護用ヘッドカバー）の装着は
認は許されない。
4.6.c スティック全体のしなり具合（熊手や弓
のような湾曲状態）は、平面部でも後ろ
の部分でもそのスティック全体の長さの
範囲内でスムーズな弧を描き、湾曲の深
さは、25mm を超えてはならない。
9.6（追加）
　　プレイヤーは、スティックのフォア側
エッジを使って、強くボールをヒットし
てはならない。
　　これは、スティックのフォア側エッジ
の使用をすべて禁止するというもので
はない。タックルの動作をしようとし
てスティックを出したときに、相手の
スティックやグランドに横たわっている
ゴールキーパーをかわすためにボールを
上げようとしたとき、あるいはグランド
に沿って長くプッシュの動作でボールを
放とうとしたときなどにフォア側エッジ
を使うことはかまわない。 
2007 － 2009 年版の変更点
（旧）
13.2. サークルから５ｍ以内で攻撃側に与えら
ｆ　れた場合は、フリーヒットを行うもの以
外のすべてのプレイヤーは、ボールから
少なくとも５ｍ離れなければならない。
13.2 相手チームのプレイヤーは、すべて、サ
ｅ　ークルから少なくとも 5 ｍ離れなければ
ならない。
（新）
13.1 サークルの外５ｍ以内でフリーヒットが
　   与えられた場合は、サークルラインから
５ｍ外で、そのポイントに最も近い場所
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で行う。
13.2（追加）
ｃ　23 ｍエリア内で、攻撃側がフリーヒッ
トを行う場合は、フリーヒットを行う選
手以外は、すべてボールから少なくとも
5 ｍ以上離れていなければならない。
ｆ　もし、フリーヒットをした選手が続けて
次にボールをプレイする場合は、フリー
ヒットの動作と、ボールをプレイする動
作の区別された 2 回の動作をしなければ
ならない。
ｇ　フリーヒットが行われた後に他の選手が
ボールをプレイする場合は、フリーヒッ
トの際、必ずボールは１ｍ以上動かされ
なければならない。
　　フリーヒットをした選手が再び続けて
ボールをプレイする場合は、ボールを１
ｍ動かす必要はない。
ｈ　23m 以内の攻撃側に与えられたフリー
ヒットでは、ボールが 5m 以上動かされ
るか、フリーヒットを実施したプレイ
ヤー以外のプレイヤーによって触れられ
るまでは、サークル内にボールが入るよ
うにプレイしてはならない。
考察
　　　1999 年の大きな変更点は、オフサイ
ドが廃止されたことであった。これは、
反則を減らし得点を増やす意味で、ゲー
ムの発展にとって有意義なものと受け入
れられたことによる。それまでは、サッ
カーと同様に、オフサイドトラップ等を
使用し、ディフェンスラインを上げて守
備を行っていたが、オフサイドの廃止に
より相手ゴール前に位置してボールを
待っていても良い状態になった。このこ
とによりコートがこれまで以上に大きく
使用できると共に、密集する状況が少な
くなった。
　　これに伴い、ディフェンスの守備範囲が
広くなり、縦パスやスクープなどのロン
グパスが増えてきたことにも繋がってい
ると考えられる。
　　1999 年から 2001 年では、スティックが
木製だけではなく、コンポジットと呼ば
れる、カーボン、ケブラー、グラスファ
イバーの素材等による、木製より強度が
高いスティックの使用が可能になった。
このスティックの導入により、ボールの
スピードがアップし、よりスピーディー
なゲーム展開になっている。（写真１）
　　また、サークルトップ 5m 外に破線が引
かれるようになった。（図１）特に、こ
の破線については、オフサイド廃止によ
り、ゴール前で得点を狙うプレイが増え
サークル付近からのゴール前への打ち込
みが多くなった為に、より反則の地点を
明確化すると共に、ボールとの距離を正
確に把握することでボールが体などに当
たる危険を軽減することにあったと考え
られる。
　
2001 年から 2003 年では、コンポジット
スティックの導入により、さまざまな形
写真１． 木製のスティック（上）と
　　　　コンポジットのスティック（下）
図２． 追加されたサークル外5mの破線
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状や素材のスティックが増えてきた為
に、スティックに対しての規制が設けら
れた。さらに、スティックのエッジング
でボールを引きずる「ドラック」（写真２）
やスティックを地面に近づけ掃くように
してボールを打つ「スウィープ」（写真
３）と呼ばれるストローク技術が見られ
るようになった。この技術を利用しペナ
ルティーコーナーのセットプレイで、こ
のドラックフリックが強い選手が試合に
出場するようになり、このプレイに対し、
興奮と期待感をもたらしたが、このワン
プレイのみでの出場選手に対し国際ホッ
ケー連盟では、「選手がゲームに広く関
わらなくなることは、推奨されるべきで
はない」との見解により変更された。
　　2003 年から 2004 年では、ペナルティス
トロークによりスティックの交換やド
ラック技術の使用を禁止した。これも前
年の変更の内容と同様のものである。
　　2004 年から 2005 年では、シュートボー
ルに対してのスティックでの防御制限
や、ペナルティコーナーのセットでの静
止ボールの項目削除が変更となった。こ
れはホッケーの特色を維持していきなが
ら、選手、審判員、観客およびマスメディ
アにより容易に理解できるように行われ
たことであると考えられる。　　　
　　2005 年から 2007 年では、フィールド上に
いるゴールキーパーに対する必要な条件
が緩和された。ゴールを守ることに関し
て、チームが選択できる幅が広がったこ
とになる。これは、フィールドプレイヤー
としてのみプレイできる者を置くか、ゴー
ルキーパーとして有効な完全な装具を付
けないプレイヤーを置くかということの
可能性を提示したものである。したがっ
て、攻撃的に行おうと思えばフィールド
プレイヤーを 11 人にして試合ができるこ
とになったということである。
　　また、ゴールキーパーを複数持たない
チームに対し、怪我をしたゴールキー
パーの代員を確保しやすくするためと考
えられる。さらに、安全性と技術の重要
性を考え、ペナルティコーナーの守備を
行う場合に、顔を覆うようなフェイスマ
スク（写真 4）を装着すべきであると考
えられたのではないだろうか。
　　また、スティックについても、スティッ
クの湾曲の制限（写真５）を 50mm か
ら 25mm に変更し、ドラックによるボー
ルのスピードの軽減や、よりボールを空
中に上げやすくすることを抑えることも
目的であったと思われる。
写真２． ドラック
写真３． スウィープ
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　　さらには、スティックのフォアハンド側
のエッジを使用した強いストロークも禁
止とし、安全性を重視するようになった
と考えられる。
　　2007 年から 2009 年では、フリーヒット
の方法を改善し「セルフパス」を導入し
た。このプレイの目的のひとつには、ゲー
ム中の笛を吹く回数を減らしてゲームの
中断を少なくし、ゲーム中のボールが動
いている時間を長くすることにあると考
えられる。
　　さらに、23m エリア内で行われる攻撃
側のフリーヒットについても「セルフパ
ス」に関連して、ボールが強くプレイさ
れることによって、サークルにボールを
無差別に入れ込む危険性が頻発している
ことを憂慮していると思われる。
まとめ
　　これらのように、ホッケー競技はここ
10 年間において、ルール改正が大きく
行われてきた。このことにより用具や技
術の進歩と安全性を重視しながら、反則
の数を減少しゲームの中断を少なくし、
ゲーム中にボールが動いている時間を長
くするようになってきた。
　　これは、選手や見る側にとってよりわか
り易く、ホッケー競技が楽しめるように
改善されたと言えよう。
　　今後においても、ルール改正が行われる
ことが予測されるが、現場レベルにおい
てはいかに早く順応していくかが課題と
なっていくだろう。
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